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用語

このマニュアルで使われている用語このマニュアルで使われている用語
このマニュアルでは、一部の表記を除いて以下の用語を使用しています。

用語 意味

本製品 Windows Server IoT 2022 for Storage 搭載 法人向けNAS「NSB-74Dシリーズ」「NSB-74R
シリーズ」「NSB-72D シリーズ」を「本製品」と表記しています。

このマニュアルで使われている記号このマニュアルで使われている記号
記号 意味

重要 作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明しています。この注意事項を守らないと、
故障の原因になることがあります。注意してください。

MEMO 説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。

本ツールの免責事項について本ツールの免責事項について
免責事項
次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますのでご注意ください。
・	 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障
・	 本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損
・	 本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステム、機器およびその他の異常
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本製品の概要

本製品は、同一ネットワーク上にあるパソコンからリモートデスクトップ機能を利用して管理します。
また、本製品に直接ディスプレイなどを接続し、管理することもできます。

インターネット

ルーター

パソコン本製品

リモートデスクトップ

本製品を複数台導入する場合
コンピューター名が重複すると、一方の本製品がネットワーク上で認識されないなどの不具合になります。
先に初期設定を完了している本製品のコンピューター名を変更してから、次の本製品の初期設定を行ってください。
→コンピューター名/ ドメイン名の設定を確認する（10ページ）

AdminLink（アドミリンク）とは
「アドミリンク」はNASのステータス情報の他、通知イベントログ情報等、多彩な情報提供により、システム管理者の
運用負荷を軽減します。

外出先からも確認可能 会社からPCで確認

本  社拠点A 拠点 B

6



初期設定をする

初回起動時に行う必要最小限の設定です。
本設定を行う前に付属のセットアップガイドを参照して、本製品のセットアップを行い、リモートデスクトップで接続後、設
定してください。

●	IPアドレス
●	サブネットマスク
●	デフォルトゲートウェイ
●	DNSサーバー

1

1

2

2

3
3

タスクトレイの時刻をクリックします。

「日付と時刻の設定」をクリックします。

「時刻を自動的に設定する」を「オン」にします。

MEMO

インターネットに接続しない場合
本製品がインターネットに接続されていない場合は、［日付と時
刻を変更する］の［変更］から正確な時刻を設定してください。

	■日時・時刻設定を確認する

	■固定IPアドレス設定の場合は、NASに設定する以下の項目を事前に確認する
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初期設定をする

	■ IPアドレスを確認する

「サーバーマネージャー」を開きます。

「ローカルサーバー」をクリックした後、「イーサネット」横のリンクをクリックします。

設定するイーサネットを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「インターネットプロトコルバージョン4(TCP/IPv4)」
または「インターネットプロトコルバージョン6(TCP/
IPv6)」を選択した後、「プロパティ」をクリックします。

1

2

3

4

※	サーバーマネージャーは、Windows Serverの総合管理ツールです。

右の画面は「インターネットプロトコルバージョン4(TCP/IPv4)」
を選択した例です。
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初期設定をする

●	IPv6の場合●	IPv4の場合

IPアドレスを設定し、「OK」をクリックします。5
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初期設定をする

	■コンピューター名/ドメイン名の設定を確認する

「サーバーマネージャー」を開きます。

「ローカルサーバー」をクリックした後、「コンピューター名」横のリンクをクリックします。

「変更」をクリックします。

必要に応じて設定し、「OK」をクリックします。
画面の指示にしたがって本製品を再起動します。

1

2

3

4
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初期設定をする

	■Windows Updateを実行する
Windows Updateでは、本製品にインストールされているOSの既知の脆弱性に対する最新のセキュリティパッチが
インストールされます。必ずはじめに行ってください。

重要 本手順は、本製品がインターネットにアクセスできる環境にある必要があります。

「サーバーマネージャー」を開きます。

「ローカルサーバー」をクリックした後、「Windows Update」横のリンクをクリックします。

更新がある場合は「今すぐインストール」をクリックして、更新します。

1

2

3
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管理ソフト「ZWS Manager」について

ZWS Managerは本製品のRAID管理、温度管理、その他設定を行う管理ソフトです。
ZWS Managerは本製品の起動と同時に自動的に起動します。
初期状態はタスクトレイ上に表示されています。

重要 ZWS Managerは、Administratorの権限のユーザーでログオンした場合のみ起動できます。

ZWS Manager メイン画面の表示方法ZWS Manager メイン画面の表示方法
タスクトレイのZWS Managerアイコンをクリックします。

ZWS Managerのメイン画面が表示されます。
画面左側が項目、右側が詳細情報ビューです。
ZWS Manager の詳しい使い方は、別冊の「ZWS 
Manager ユーザーズマニュアル」をご参照ください。
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RAID 設定をする

本製品で設定できるRAIDモード本製品で設定できるRAIDモード

RAIDモードを変更する場合RAIDモードを変更する場合

RAID5 ※ 1

（4ドライブモデルのみ）
すべてのディスクを 1 つのボリュームとして認識、パリティとともに分散記録します。ディ
スク 1 台の故障に対応するデータ保護機能、容量、高速性のバランスの良いモードです。

RAID1 ※ 2 ※ 3
すべてのディスクに同じデータを同時に書き込むため、万一、一方のディスクが故障して
もデータは安全に保護されます。
4ドライブモデルでRAID1を設定する際は、RAID1のDATAボリュームが2つ作成されます。

RAID0 すべてのディスクを 1 つのボリュームとして認識します。
データ保護機能はありませんが、大容量と高速性を追求したモードです。

マルチディスク すべてのディスクを別々に認識します。
設定方法は、次ページをご覧ください。

重要 ●	作業前に、データをバックアップしてください。RAIDモード変更時にデータは消去されます。
●	本製品のシステム領域のRAIDモードは変更できません。
●	RAIDモードを変更する際は、外付けHDDやUSBメモリーなどのデバイスはすべて取り外してください。

本製品にインストール済みの「ZWS Manager」で設定します。

タスクトレイのZWS Managerアイコンを
クリックします。

1

※1	 4ドライブモデルの出荷時設定
※2	 2ドライブモデルの出荷時設定
※3	 4ドライブモデルでRAID1を構成する場合、管理ツール（ZWSManager）Ver.2.00以上を使用してください。 

最新の管理ツール(ZWSManager)は下記URLからダウンロード可能です。 
https://www.elecom.co.jp/r/s530
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RAID設定をする

MEMO

RAID変更の所要時間目安
4ドライブモデルでRAID5へ構築した場合、2.0TB HDD 搭載モデルで約28時間かかります。
2ドライブモデルでRAID1へ構築した場合、1.0TB HDD 搭載モデルで約3時間かかります。

マルチディスクに変更する場合マルチディスクに変更する場合

重要 RAIDモードからマルチディスクモード、または、マルチディスクモードからRAIDモードに変更する際に
は、以下にご注意ください。
●	すべての保存されていたデータ、設定情報が消去されます。必要なデータや設定情報は、必ずバック
アップしてから切り替えてください。
●	Windowsシステムのみ復元します。他のアプリケーション類は復元しません。

Step1　準備する

以下の機材を用意します。
●	HDMIディスプレイ
●	USBキーボード、USBマウス
●	製品に付属のリカバリー USBメモリー

1

RAIDを設定します。2

①	「RAIDステータス」をクリックします。

②	「DATA」をクリックします。

③	「RAID5」「RAID1」「RAID0」よりRAIDモードを選択します。

④	「RAIDモード変更」をクリックします。
	 選択したRAIDモードへの変更が開始されます。変更中は「状態」が「再構築中」になります。

①

②

③ ④
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RAID設定をする

キーボードの2を入力し「Enter」キーを押します。
「2 - マルチディスクモードでリカバリー」を選択します。
※その他の選択については、109ページ「システムリカバリーする」をご覧ください。

「本当にリカバリーを実行してよろしいですか？ (yes/no)」と表示されますので、「yes」と入
力して、「Enter」キーを押します。
リカバリーが開始されます。システムのリカバリーには15分～ 30分程度必要です。

2

3

4 「リカバリーが正常に完了しました。リカバリーメディアを抜いてください。何かキーを押す
と再起動します。」と表示されたら、リカバリーメディアを本製品から取り外し、何かキーを押
します。
再起動完了後、本製品はマルチディスクモードになっています。
マルチディスクモードの起動直後は、次のようなディスク構成となっています。
例：４ドライブモデルで起動用パーティションがディスク１になった場合

ディスク1 起動用パーティション システムパーティション データパーティション
ディスク2 データパーティション
ディスク3 データパーティション
ディスク4 データパーティション

マルチディスク設定直後は、データパーティションが「未割り当て」となっているため、Step3でディスクを初期化
します。

MEMO

Step2　マルチディスクに設定する

前面のUSBポートにリカバリー USBメモリーをセットし、本製品の電源を入れます。
リカバリープログラムが起動します。

1

エラーでリカバリーできない場合、リカバリープログラムが起動しない場合
BIOS設定の変更が必要な場合があります。
以下の手順でBIOS設定を変更してください。
① 本製品の電源投入直後より、[DEL]キーを押しつづけて、BIOS設定画面を起動する
② カーソルキーで[Boot]を選ぶ
③ カーソルキーで[Boot Option #1]を選び、「Enter」キーを押す
④ [USB Device N: XXX]を選び、「Enter」キーを押す
	 （Nはスロット番号、XXXはUSBメモリーのメーカー名とモデル名）
⑤ カーソルキーで［Save & Exit］→［Save Changes and Exit］→［YES］を選び、「Enter」キーを押す
以上でBIOS設定は変更されました。上記の手順1より再度実行してください。

本製品の電源をOFFにしてから、以下の機材を本製品に接続します。
※以下の機器以外は接続しないでください。
●	HDMIディスプレイを背面のHDMIコネクターに接続する
●	USBキーボード、USBマウスを背面のUSBポートに接続する
●	リカバリー USBメモリーを前面のUSBポートに接続する

2

15



RAID設定をする

3

4

データパーティションを右クリックし、「新しいシンプルボリューム」を選択します。

シンプルボリュームウィザードが表示され
ますので、画面の指示に従って進めます。

ファイルシステムは「NTFS」を選択します。

上記手順で、すべてのドライブの未割り当て領域を
NTFSフォーマットすると、それぞれのドライブを独立
して管理できるようになります。

1

2

画面の左下にマウスポインターを移動させ、右クリックして表示されたメニューの［ディスク
の管理］をクリックします。

パーティションスタイルを選び、「OK」をクリックします。

Step3　ディスクを初期化する
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Active Directory 設定をする

本製品をActive Directory環境へ参加させる手順の一例です。
ご利用のネットワーク環境に合わせ、必要に応じて設定してください。

重要 以下の手順の前に、本製品のDNSサーバー設定を行う必要があります。
Active Directoryドメイン名を解決可能なDNSサーバーを指定してください。

1

2

3

4

サーバーマネージャーを開きます。

「ローカルサーバー」をクリックした後、「ワークグループ」横の設定値をクリックします。

「変更」をクリックします。

ドメインを設定し、「OK」をクリックします。

Active Directoryへ参加するActive Directoryへ参加する
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Active Directory設定をする

5

6

7

ドメインにアクセス可能な「ユーザー名」、「パスワード」を入力し、「OK」をクリックします。

「OK」を2回クリックします。
この画面が表示されない場合は、ユーザー名、パスワードが正しいことをご確認ください。

「閉じる」をクリックします。
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Active Directory設定をする

8 「今すぐ再起動する」をクリックして再起動します。
再起動後、本製品はActive Directoryへのログオンができ
ます。
[ サーバーマネージャー ]から、[ ローカルサーバー ]をクリッ
クし、ドメイン欄に参加したドメイン名が表示されていれば完
了です。

Active Directoryで共有を作成するActive Directoryで共有を作成する
Active Directoryに登録されているユーザーが、読み書き可能な共有フォルダーを本製品に作成する手順です。
Active Directory連携する共有フォルダーを作成するには、本製品がActive Directoryへログオンしている必要があ
ります。あらかじめActive Directoryへログオンしておいてください。

1

2

3

サーバーマネージャーを開きます。

「ファイルサービスと記憶域サービス」（①）、「共有」（②）、「ファイル共有...」（③）の順で
クリックします。

共有の種類を選択し、「次へ」をクリックします。

②

③

①
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Active Directory設定をする

4

5

6

共有を作成する場所を選択し、「次へ」をクリックします。

「共有名」を入力し、「次へ」をクリックします。
他の項目も必要に応じて設定します。

必要に応じて、共有設定の構成を選択し、「次へ」をクリックします。
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Active Directory設定をする

7

8

9

「アクセス許可をカスタマイズする」をクリックします。

「共有」（①）をクリックした後、「追加」（②）をクリックします。

「プリンシパルの選択」をクリックします。

①

②
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Active Directory設定をする

10

11

12

「詳細設定」をクリックします。

ユーザーを選択します。

選択したユーザー（グループ）が表示さ
れていることを確認し、「OK」をクリック
します。

①	「検索」をクリックします。
②	グループに登録するユーザーを選択します。
③	「OK」をクリックします。

①

②

③
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Active Directory設定をする

13

14

15

選択したユーザーのアクセス許可を設定し、「OK」をクリックします。

「OK」、「次へ」の順にクリックします。

「作成」をクリックします。
結果画面が表示されますので、「閉じる」ボタンを
クリックします。
これでActive Directory環境で共有フォルダー
が作成されました。
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UPS への接続

本製品をUPS（無停電電源ユニット）に接続することにより、予期せぬ停電による障害を回避できる可能性が高くなりま
す。UPSのご利用を推奨いたします。

UPSとの電源連動方法UPSとの電源連動方法
停電などで電源が落ちた場合、出荷時の設定では、本製品は復電時に自動で起動します。
※	出荷時設定のままでも、もともと本製品の電源が入っていなかった場合は、起動しません。
設定を変更する場合は以下の設定を行ってください。

1 本製品の電源投入直後から「DEL」キーを押しつづけます。

Last State 電源復電後、前回の電源状態を維持します。（出荷時設定）
Always On 電源復電後、本製品が起動します。
Always Off 本製品を電源オフのままにします。

BIOS設定画面が起動します。

2 カーソルキーで「IntelRCSetup」→「South Bridge Chipset Configuration」を選び、
「Enter」キーを押します。

3 カーソルキーで「State After G3」を選び、「Enter」キーを押します。

4 設定値を選び、「Enter」キーを押します。

5 「ESC」キーを押し、カーソルキーで「Save & Exit」→「Save Changes and Reset」を選び、
「Enter」キーを押します。

6 「Save configuration and reset?」と表示されたら「Yes」を選び、「Enter」キーを押します。

＜UPS対応表(Windows NAS)＞
以下URLを参照してください。
https://www.elecom.co.jp/support/list/storage/hd/nas/windows-nas/ups/

24



運用編運用編

共有の作成と管理.................................................................................................27

共有を作成する.................................................................................................27

ユーザーを作成する.....................................................................................................27

グループを作成する.....................................................................................................29

共有フォルダーを作成する.........................................................................................32

ユーザー数を制限する....................................................................................34

アクセス許可をする.........................................................................................35

クォータ管理する..............................................................................................37

クォータテンプレートを作成する.................................................................41

クォータを作成する..........................................................................................43

バックアップと回復...............................................................................................45

USB HDDを暗号化する................................................................................45

バックアップと回復...........................................................................................48

バックアップのスケジュール設定をする.................................................................48

バックアップデータから回復する..............................................................................52

Azure Backup.................................................................................................56

準備する...........................................................................................................................56

Azure Backupのスケジュール設定をする.........................................................57

Azure Backupのデータから回復する..................................................................60

ディスクとボリュームの活用...............................................................................63

フォーマットする................................................................................................63

シャドウコピー設定...........................................................................................65

25



シャドウコピーを設定する...........................................................................................65

シャドウコピーから復元する.......................................................................................68

ファイル単位で復元する.............................................................................................69

データ重複除去.................................................................................................71

記憶域プールと仮想ディスク........................................................................72

ボリュームを作成する..................................................................................................78

iSCSI設定................................................................................................................82

iSCSI Targetの準備.......................................................................................82

iSCSI イニシエーターの準備（例）..............................................................86

ネットワークの二重化..........................................................................................89

NICチーミング..................................................................................................89

ウイルススキャン...................................................................................................90

Windows セキュリティ.................................................................................90

分散ファイルシステム..........................................................................................92

DFS設定..............................................................................................................92

「名前空間」「DFS レプリケーション」をインストールする................................92

名前空間を作成する.....................................................................................................93

名前空間フォルダーを作成する................................................................................96

DFS レプリケーションを設定する............................................................................98

ファイルサーバーの移行.................................................................................. 102

データコピー for Windows....................................................................102

NASの二重化..................................................................................................... 103

クローン for Windows..............................................................................103

26



共有の作成と管理

共有を作成する共有を作成する
	■ユーザーを作成する

1

2

3

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「コンピューターの管理」をクリックします。

「コンピューターの管理」画面が表示されますので、「ローカルユーザーとグループ」をダブ
ルクリックし、「ユーザー」をクリックします。
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共有の作成と管理

4

5

中央のスペースで右クリックし、「新しいユーザー」を選択します。

ユーザー名を入力し、「作成」をクリックします。

以上で、ユーザーの作成は完了です。次に必要に応じてグループを作成します。
※	本製品に登録可能なユーザー数は、以下となります。
	 ・Standard Edition：無制限
	 ・Workgroup Edition：50ユーザー
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共有の作成と管理

	■グループを作成する

1

2

「コンピューターの管理」画面で「ローカルユーザーとグループ」をダブルクリックし、 
「グループ」をクリックします。

中央のスペースで右クリックし、「新しいグループ」を選択します。
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共有の作成と管理

3

4

5

グループ名を入力し「追加」をクリック
します。

「詳細設定」をクリックします。

ユーザーを選択します。

①	「検索」をクリックします。
②	グループに登録するユーザーを選択します。
③	「OK」をクリックします。

①

②

③

30



共有の作成と管理

6

7

選択したユーザーが表示されていることを確認し、「OK」をクリックします。

選択したユーザーが表示されていることを確認し、「作成」をクリックします。

以上で、グループの作成は完了です。次に共有フォルダーを作成します。

31



共有の作成と管理

	■共有フォルダーを作成する

1

2

3

4

共有するフォルダーを作成します。

共有するフォルダーを右クリックし、「アクセスを許可する」から「特定のユーザー」を選択し
ます。

共有するユーザーを選択し、「追加」をクリックします。

アクセス許可のレベルを選択し、「共有」をクリックします。

グループ名を入力することもできます。すべての
ユーザーを読み書き可能にするには、"Everyone"
を選びます。

32



共有の作成と管理

5 「終了」をクリックします。
以上で、共有フォルダーの作成は完了です。

重要 本製品では、ユーザー「Guest」のアカウント初期設定は、「無効」になっています。すべてのユーザーか
らアクセス可能な共有フォルダーを作成する場合、以下の手順にて、ユーザー「Guest」のアカウントを
有効にしてください。
①	「サーバーマネージャー」を開き、「ツール」 → 「コンピューターの管理」 を順にクリックします。
②	「ローカルユーザーとグループ」をクリックします。
③	「ユーザー」をクリックし、右側のユーザーが表示されている「Guest」を右クリックして、「プロパティ」

をクリックします。
④	「アカウントを無効にする」のチェックを外し、「適用」ボタンをクリックします。

MEMO

33

ネットワークドライブの割り当て方法
本製品をネットワーク上から参照する際に、ネットワークドライブとして割り当てておくことができます。

①	ネットワークに接続されているパソコンから、本製品
の共有フォルダーを表示します。

②	ネットワークドライブとして割り当てる共有フォル
ダーを右クリックし、「ネットワークドライブの割り当
て」を選択します。

③	本製品に割り当てるドライブ文字を設定します。

④	「サインイン時に再接続する」にチェックを入れます。

⑤	「完了」をクリックします。
④

⑤

②

③

これでネットワークドライブの割り当ては完了しました。
「コンピューター」などを開き、割り当てられたドライブ
が認識されていることをご確認ください。



共有の作成と管理

ユーザー数を制限するユーザー数を制限する
共有に一度にアクセスできるユーザー数を制限する機能です。

1 サーバーマネージャーを開きます。

2

2

3

3

4

「共有フォルダー」－「共有」をクリックします。

共有するフォルダーを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

下記の設定をして「OK」をクリックします。

①
②

③

以上で設定は完了です。

①	「最大」を選択します。

②	制限する人数を選択します。

③	「OK」をクリックします。

34



共有の作成と管理

アクセス許可をするアクセス許可をする
各共有へのユーザーのアクセスレベルを設定します。

1 サーバーマネージャーを開きます。

3

2

アクセス許可設定をする共有フォルダーを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「ファイルサービスと記憶域サービス」ー「共有」の順にクリックします。

ファイルサービスと記憶域
サービス
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共有の作成と管理

5 アクセス許可を設定し、「OK」をクリックします。

以上で設定は完了です。

4 メニューから「アクセス許可」を選択し、「アクセス許可をカスタマイズする」をクリックしま
す。
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共有の作成と管理

クォータ管理するクォータ管理する
フォルダー単位で、ユーザーが使用できるディスクサイズを制限する機能です。

1 サーバーマネージャーを開きます。

2

3

4

「ダッシュボード」から「役割と機能の追加」をクリックします。

「役割と機能の追加ウィザード」が起動するので、「次へ」をクリックします。

「役割ベースまたは機能ベースのインストール」にチェックを入れ、「次へ」をクリックします。
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共有の作成と管理

5

6

インストール先に本製品を選択し、「次へ」をクリックします。

[ ファイルサービスおよび記憶域サービス] →[ ファイルサービスおよび iSCSIサービス] 
→[ ファイルサーバーリソースマネージャー ] にチェックを入れます。
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共有の作成と管理

7

8

ダイアログボックスが表示されますので、
「管理ツールを含める」にチェックを入れ、
「機能の追加」をクリックします。

「次へ」を２回クリックし、
ウィザードを進めます。
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共有の作成と管理

9 「インストール」をクリックします。

結果画面が表示されたら、インストールは完了です。
「閉じる」ボタンをクリックします。
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共有の作成と管理

クォータテンプレートを作成するクォータテンプレートを作成する

1

2

3

サーバーマネージャーを開きます。

メニューの「ツール」ー「ファイルサーバーリソースマネージャー」をクリックします。

「ファイルサーバーリソースマネージャー」画面が表示されますので、「クォータの管理」の
「クォータのテンプレート」を選択し、「クォータ テンプレートの作成」をクリックします。
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共有の作成と管理

4 クォータテンプレートを設定し、「OK」をクリックします。

テンプレート名 任意の名前を入力します。
説明 必要に応じて入力します。
空き領域の制限 制限値を入力し、「ハードクォータ」または「ソフトクォータ」を選択します。

通知のしきい値 設定したしきい値に達するとメールで通知できる機能です。
「追加」ボタンをクリックし、必要に応じて設定します。

以上で設定は完了です。
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共有の作成と管理

クォータを作成するクォータを作成する

1 サーバーマネージャーを開きます。

2

3

「ファイルサービスと記憶域サービス」ー「共有」の順にクリックします。

クォータ設定をする共有フォルダーを選択し、「クォータを設定するには…」をクリックします。

ファイルサービスと記憶域
サービス
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共有の作成と管理

4 クォータを適用するテンプレートを選択し、「OK」をクリックします。

クォータ欄に設定結果が表示されます。
以上で設定は完了です。
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バックアップと回復

USB HDDを暗号化するUSB HDDを暗号化する
「BitLocker」機能を利用して、USB HDDを暗号化します。

MEMO

MEMO

BitLockerとは？
ドライブを暗号化するWindows標準の機能です。
BitLockerで暗号化することにより、不正にデータが取り出されることを防ぎます。
ここでは、USB HDDの暗号化方法について説明しています。

本製品の内蔵ディスクを暗号化する場合
出荷時設定のRAIDモードでは、内蔵ディスクに対してBitLocker機能を利用できません。
事前にマルチディスクに変更してから実行してください。
→14ページ「マルチディスクに変更する場合」参照

1 スタートをクリックし、タイルメニューの「コントロールパネル」をクリックします。

2

3

4

5

「システムとセキュリティ」－「BitLockerドライブ暗号化」をクリックします。

暗号化するドライブを右クリックし、「BitLockerを有効にする」を選択します。

「パスワードを使用して…」にチェックを入れ、解除に使用するパスワードを入力します。

「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

6

7

9

8

「ファイルに保存する」をクリックし、回復キー
ファイルの保存先を選択します。

「次へ」をクリックします。

暗号化範囲を選択し、「次へ」をクリックします。

「暗号化の開始」をクリックします。
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バックアップと回復

10 「閉じる」をクリックします。

以上でBitLocker暗号化は完了です。
このドライブにアクセスする場合は、設定したパスワードの入力が必要になります。

暗号化時のアイコン表示 暗号化解除時のアイコン表示

MEMO

BitLocker暗号化を無効にする
BitLocker 暗 号 化 を 無 効にする場 合 は、コントロ ー ル パ ネ ル
の「BitLocker ドライブ暗号化」を開き、無効にするドライブの

「BitLokerを無効にする」をクリックしてください。
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バックアップと回復

バックアップと回復バックアップと回復
万一に備えて定期的にバックアップすることをおすすめします。
ここでは、Windows標準のWindows Serverバックアップ機能を利用した方法を説明しています。
バックアップ先に利用できる対応HDD は、バックアップ用HDD対応表（Windows NAS）をご覧ください。
https://www.elecom.co.jp/support/list/storage/hd/nas/windows-nas/hdd/

MEMO

NASの二重化「リレー NAS」
マスター・スレーブ2台のNASで「リレー NAS」を構成すると、万一マスターが故障しても切り替えで迅速に復旧す
ることができます。詳しくは、103ページ「NASの二重化」をご覧ください。

重要 バックアップを実行する際に、USB HDDのフォーマットを行います。
事前に、必要なデータは他のドライブにコピーするなどバックアップしてください。

●	BitLocker暗号化済みのUSB HDDを利用する場合
BitLocker暗号化を解除した状態で、バックアップ設定を行ってください。
また、バックアップのスケジュール設定後もBitLocker暗号化を解除した状態にしておいてください。

	■バックアップのスケジュール設定をする

1

2

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「Windows Serverバックアップ」をクリックします。
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バックアップと回復

3

5

4

画面右側の「バックアップスケジュール」をクリックします。

バックアップ構成を選択し、「次へ」をクリックします。
［サーバー全体］を選んだ場合は、手順8へ 
進んでください。

ウィザードが表示されますので、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

6

7

8

「項目の追加」をクリックします。

バックアップする項目を選択し、「OK」をクリックします。

内容を確認し、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

9

10

11

バックアップ時刻と頻度を設定し、「次へ」をクリックします。

バックアップの保存先の種類を選択し、「次へ」をクリックします。

バックアップの保存先を選択し、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

12

13

内容を確認し、「はい」をクリックします。
外付けハードディスクはバックアップの保存専用となり、
エクスプローラーには表示されなくなります。

内容を確認し、「完了」をクリックします。
バックアップ先のHDDがフォーマットされ、バックアッ
プスケジュールが作成されます。

以上で設定は完了です。
「閉じる」をクリックしてください。

	■バックアップデータから回復する
バックアップしたファイルおよびフォルダーを、本製品へ回復する方法を説明します。
バックアップデータからリカバリーする場合は、111ページ「バックアップデータから復元する場合」以降をご覧くださ
い。

1

2

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「Windows Serverバックアップ」をクリックします。
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バックアップと回復

3 画面右側の「回復」をクリックします。

4

5

ウィザードが表示されますので、バック
アップデータの場所を選択し、「次へ」を
クリックします。

バックアップの場所の種類を選択し、
「次へ」をクリックします。

6 バックアップの場所を選択し、「次へ」を
クリックします。

53



バックアップと回復

7

8

復元するサーバー名を選択し、「次へ」を
クリックします。

回復に使うバックアップデータの時刻を
選択し、「次へ」をクリックします。

9 バックアップの保存先の種類を選択し、
「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

10

11

回復項目を選択し、「次へ」をクリックします。

内容を確認し、「回復」をクリックします。

完了すると、ウィザード内の「状態」へ完了のメッ
セージが表示されます。

「閉じる」をクリックし、復元されたファイルまたは
フォルダーを確認してください。
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バックアップと回復

Azure BackupAzure Backup
Microsoft Azureを利用してファイルやフォルダーをバックアップすることができます。
この機能を利用するには、事前にMicrosoft Azureとの契約が必要です。

MEMO

MEMO

Microsoft Azureとは？
Microsoft Azureは、Microsoftが提供するクラウドサービスです。
Microsoft Azureに関する詳細は、Microsoft Azureのホームページをご覧ください。
https://azure.microsoft.com/

資格情報について
「資格情報コンテナーの識別」では、ダウンロードした「資格情報ファイル」を指定します。

	■準備する
Azureポータルにアクセスし、コンテナー作成などの設定を行います。

パソコンからAzureポータル（https://portal.azure.com/）にアクセスし、サインインし
ます。
本製品からのアクセスはしないでください。

「Recovery Service コンテナー」を作成します。

作成したRecovery Service コンテナーの「バックアップの目標」で［ファイルと
フォルダー］を選択します。
※ Azure Backup は、ファイルやフォルダーのバックアップのみに対応しています。

「Windows Server またはWindows クライアント用エージェント」と「資格情報ファイル」
をダウンロードします。

ダウンロードしたインストーラーを本製品で実行し、画面の指示にしたがってインストールし
ます。

1

2

3

4

5

インストールが完了すると、「Windows Server バックアップ」に統合されます。
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バックアップと回復

	■Azure Backupのスケジュール設定をする

1 「サーバーマネージャー」を開きます。

2

3

4

メニューの「ツール」ー「Windows Severバックアップ」をクリックします。

画面右上の「バックアップのスケジュール」を選択します。

「バックアップのスケジュールウィザード」が表示されますので、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

5

6

7

「項目の追加」をクリックし、バックアップするファイルやフォルダーを選択し、「次へ」をクリッ
クします。

バックアップスケジュールを設定し、「次へ」をクリックします。

保持ポリシーを設定し、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

8

9

初期バックアップの種類を設定し、「次へ」をクリックします。

「完了」をクリックします。

以上で設定は完了です。
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バックアップと回復

	■Azure Backupのデータから回復する
バックアップしたファイルおよびフォルダーを、本製品へ回復する方法を説明します。

1

2

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「Windows Serverバックアップ」をクリックします。

3 画面右上の「データの回復」を選択します。

4 「データの回復ウィザード」が表示されますので、「次へ」をクリックします。
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バックアップと回復

5

6

7

回復するデータの種類を選択し「次へ」をクリックします。

回復に使うバックアップデータの時刻を選択し、「マウント」をクリックします。

「参照」をクリックし、必要なデータをコピー＆ペーストし、「マウント解除」をクリックします。
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バックアップと回復

8 「はい」をクリックします。

以上で、完了です。
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ディスクとボリュームの活用

フォーマットするフォーマットする

重要

1

2

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「コンピューターの管理」をクリックします。

3 「コンピューターの管理」画面が表示されますので、「ディスクの管理」をクリックします。

63

フォーマットを実行すると、ディスク内のデータはすべて消去されます。必要なデータがある場合は、
フォーマットする前に必ずバックアップしてください。



ディスクとボリュームの活用

4

5

6

フォーマットするボリュームを右クリックし、「フォーマット」を選択します。

必要に応じて設定を変更し、「OK」をクリックします。

「OK」をクリックします。
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ディスクとボリュームの活用

シャドウコピー設定シャドウコピー設定
シャドウコピーは、ファイルが使用中かどうかに関わらず、その状態のコピーを作成する機能です。シャドウコピーした
データを利用してファイルの復元などを行うことができます。

1

2

3

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューの「ツール」ー「コンピューターの管理」をクリックします。

「ディスクの管理」をクリックします。

	■シャドウコピーを設定する
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ディスクとボリュームの活用

4

5

シャドウコピーを作成するボリュームを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

シャドウコピーを設定するボリュームを選択します。

①	「シャドウコピー」タブを選択します。
②	シャドウコピー設定するボリュームを選択します。
③	「設定」をクリックします。 ①

②

③
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ディスクとボリュームの活用

6

7

8

シャドウコピーの最大サイズを設定し、「OK」を
クリックします。

「有効」をクリックします。

「はい」をクリックします。

以上で設定は完了です。
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ディスクとボリュームの活用

	■シャドウコピーから復元する

1 「コンピューターの管理」画面で、復元するボリュームを右クリックし、「プロパティ」を選択し
ます。

2 シャドウコピーを設定するボリュームを選択します。

①	「シャドウコピー」タブを選択します。
②	復元する日時を選択します。
③	「元に戻す」をクリックします。 ①

②

③

重要 ●	復元すると、選択した日時より後に行わ
れたシャドウコピーはすべて削除されま
す。

●	復元開始後は、途中でキャンセルできま
せん。
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ディスクとボリュームの活用

3 「このボリュームを元に…」にチェックを入れ、「今すぐ元に戻す」をクリックします。

以上で復元は完了です。

	■ファイル単位で復元する

1 復元するファイルドライブを開いた状態で、空白部分を右クリックし、「プロパティ」を選択し
ます。

69



ディスクとボリュームの活用

2

3

復元するファイルが含まれたバージョンを選び、復元します。

①	「以前のバージョン」タブを選択します。
②	復元するファイルが含まれたバージョンを選択します。
③	「開く」をクリックします。 ①

②

③

フォルダーが開きますので、ファイルをコピー＆ペーストすると復元できます。
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ディスクとボリュームの活用

データ重複除去データ重複除去
Windowsが重複するファイルを検出し、ファイルの実体を1つだけ残して他はリンク情報として配置し直す機能です。
この機能により、例えばデジカメ写真をカメラから削除することなく次々本製品にアップロードした場合でも、重複する
データを自動的に整理しますので、本製品の容量を節約することができます。
※データ重複除去はStandard Editionのみ対応しています。

重要 重複除去できる対象ファイルの合計サイズはメモリーの空き容量1GBあたり、約1TBとなります。
対象ファイルの合計サイズが大きい場合、重複除去が実行されなくなる場合があります。データ重複除
去をご利用になる場合は、該当ボリューム内のデータが少ないうちに設定してください。
例）メモリーの空き容量が1GBで1TB以上のデータの重複を除去する場合
最初の1TBの書き込み後、重複除去処理の完了を確認してから、次の1TBを書き込んでください。

1

2

3

4

サーバーマネージャーを開きます。

「ファイルサービスと記憶域サービス」ー「ボリューム」の順にクリックします。

重複除去を適用するドライブを右クリックし、「データ重複除去の構成」を選択します。

「汎用ファイルサーバー」を選択し、「OK」をクリックします。

ファイルサービスと記憶域
サービス

以上で設定は完了です。
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ディスクとボリュームの活用

記憶域プールと仮想ディスク記憶域プールと仮想ディスク
記憶域プールに登録されているストレージを、自由に仮想ディスクとして切り出して利用できます。
仮想ディスク機能を利用するには、あらかじめ記憶域プールに物理ストレージを登録しておく必要があります。

重要 記憶域プールに利用可能なストレージは、ボリューム確保されていない「未使用」状態である必要があり
ます。すでにボリューム確保されているストレージを記憶域プールで利用する場合は、あらかじめ「コン
ピューターの管理」から該当するボリュームを削除しておいてください。
ボリュームを削除すると該当ボリューム内のすべてのデータが消去されますので、必要に応じてバック
アップをお取りください。
本製品の仮想ディスク機能では、それ自身でミラーリングやパリティ処理、スペア処理などを実施できま
すので、マルチディスクモードでリカバリー処理直後に設定することを推奨します。

1

2

3

4

サーバーマネージャーを開きます。

「ファイルサービスと記憶域サービス」ー「記憶域プール」の順にクリックします。

「タスク」をクリックし、「記憶域プールの新規作成」を選択します。

「記憶域プールの新規作成ウィザード」が表示されますので、「次へ」をクリックします。

ファイルサービスと記憶域
サービス
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ディスクとボリュームの活用

5

6

記憶域プールに登録する物理ディスクをチェックし、「次へ」をクリックします。

内容を確認し、「作成」をクリックします。

設定完了画面が表示されます。
以上で、記憶域プールへの物理ディスク登録は完了です。
引き続き、仮想ディスクを作成します。
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ディスクとボリュームの活用

7

8

9

仮想ディスク欄の「タスク」―「仮想ディスクの新規作成」をクリックします。

仮想ディスクを作成する記憶域プールを選択し、「OK」をクリックします。

「次へ」をクリックします。
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ディスクとボリュームの活用

10

11

任意の「名前」を入力し、「次へ」をクリックします。

必要に応じて、チェックを入れ、「次へ」をクリックします。

「説明」は必要に応じて入力してください。
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ディスクとボリュームの活用

12

13

レイアウトを選択し、「次へ」をクリックします。

プロビジョニングの種類を選択し、「次へ」をクリックします。

●	「レイアウト」の設定項目
Simple 冗長性を持たない仮想ディスクを作成します。

Mirror
ミラーリング構成の仮想ディスクを作成します。
手順 6 で選んだ物理ディスクが 2 台以上で構成されている必要があります。
また、5 台以上の物理ディスクで構成されている場合は、同時に2 台までの物理ディスク障害に対応可能です。

Parity RAID5 のようにパリティ演算を行い、1 台分の冗長性を確保します。
手順 6 で選んだ物理ディスクが 3 台以上で構成されている必要があります。

●	「プロビジョニングの種類」設定項目

最小限
仮想的なボリュームサイズを設定し、実際に使用する分だけ記憶域プールから切り出して割り当てます。利用
量が記憶域プールの上限に近付いた場合は、新しく物理ディスクを記憶域プールに追加することで対応でき
ます。

固定 実際のボリュームサイズと同じ容量のストレージを記憶域プールから切り出します。
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ディスクとボリュームの活用

14

15

ディスクのサイズを選択し、「次へ」をクリックします。

内容を確認し、「作成」をクリックします。

設定完了画面が表示されたら、設定は完了です。
［このウィザードを閉じるときにボリュームを作成します］ にチェックをつけると、作成した仮想ディスク
上にボリュームを作成することができます。
この場合、引き続き次ページをご覧ください。
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ディスクとボリュームの活用

	■ボリュームを作成する
仮想ディスクの新規作成完了時に、「このウィザードを閉じるときにボリュームを作成します」にチェックを付けると、「新し
いボリュームウィザード」が起動します。
※	「サーバーマネージャー」の「ファイルサービスと記憶域サービス」→「ボリューム」から、「タスク」の「ボリュームの

新規作成」を選択しても「新しいボリュームウィザード」が起動します。

1

2

「次へ」をクリックします。

ボリュームを作成するディスクを選択し、「次へ」をクリックします。
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ディスクとボリュームの活用

3

4

作成するボリュームのサイズを選択し、「次へ」をクリックします。

割り当てるドライブレターを選択し、「次へ」をクリックします。
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ディスクとボリュームの活用

5

6

ファイルシステムを選択し、「次へ」をクリックします。

必要に応じてデータ重複除去の設定をして、「次へ」をクリックします。
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ディスクとボリュームの活用

7 内容を確認し、「作成」をクリックします。

完了画面が表示されたら、ボリュームの作成は完了です。
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iSCSI 設定

iSCSI Target機能により、本製品上に作成した仮想ディスク（VHD）をiSCSIストレージとして、提供することができま
す。

重要 事前にファイアウォールの設定にて、TCP3260番（受信のみで可）を開ける必要があります。

iSCSI Targetの準備iSCSI Targetの準備

2

3

4

「ファイルサービスと記憶域サービス」ー「iSCSI」の順にクリックします。

「iSCSI 仮想ディスクを作成するには…」をクリックします。

iSCSI 仮想ディスクを作成するボリュームを選択し、「次へ」をクリックします。

1 サーバーマネージャーを開きます。

ファイルサービスと記憶域
サービス
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iSCSI設定

5

6

7

任意の名前を入力し、「次へ」をクリックします。

ディスクサイズを設定し、「次へ」をクリックします。

割り当て先を選択し、「次へ」をクリックします。

新しいiSCSIターゲットを作成する場合は、
「新しいiSCSIターゲット」を選びます。
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iSCSI設定

8

9

10

任意の「名前」を入力し、「次へ」をクリックします。

「追加」をクリックします。

割り当て先のイニシエーターを選択し、「OK」をクリックします。

「説明」は必要に応じて入力します。

MEMO

イニシエーターの選択について
●	手動で入力する場合は、「選択した種類の値の入力」を選び、
「種類」と「値」を設定します。

	 画面例では「種類」に「IPアドレス」、「値」に「192.168.1.100」
を設定しています。これにより、「192.168.1.100」のイニシ
エーターに作成するiSCSI仮想ディスクが割り当て可能となり
ます。

●	IQNが不明な場合は、[ 詳細設定]からイニシエーター側パソ
コンのDNSドメイン名、IPアドレス、MACアドレスなどを指
定することもできます。
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iSCSI設定

11

12

13

「次へ」をクリックします。

認証方式を設定し、「次へ」をクリックします。

内容を確認し、「作成」 をクリックします。

複数のイニシエーターに割り当てる場合は、
「追加」ボタンをクリックします。

作成結果が表示されたら、iSCSIターゲットの
準備は完了です。
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iSCSI設定

iSCSI イニシエーターの準備（例）iSCSI イニシエーターの準備（例）

1

2

3

iSCSI イニシエーターを開きます。

内容を確認し、「はい」をクリックします。

「探索」タブを選択し「ポータルの探索」をクリックします。

タスクバーの「ここに入力して検索」の入力欄に
「iSCSI」と入力し、「iSCSI イニシエーター」をクリッ
クします。
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iSCSI設定

4

5

6

7

iSCSI Target側サーバーのIPアドレスまたはDNS名を設定し、「OK」をクリックします。

「ターゲット」タブを選択します。

検出されたターゲットを選択し、「接続」をクリックします。

「OK」をクリックします。
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iSCSI設定

8 「接続完了」となっていることを確認し、
「OK」をクリックします。

以上でiSCSI イニシエーターの設定は完了です。
ディスクの管理を開き、接続したiSCSI Target側の仮想ディスクが追加されたことを確認してください。
※	ディスクの初期化画面が表示された場合は、ディスクを初期化する必要があります。表示された画面の指示

にしたがって、ディスクの初期化を行ってください。
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ネットワークの二重化

NICチーミングNICチーミング
NICチーミングでは、複数のネットワークインターフェイスを束ねて帯域を拡大したり、ネットワークインターフェイスの
片方に障害が発生した場合でもサービスを停止しないストレージを構築できます。

1

2

3

4

「サーバーマネージャー」を開きます。

メニューから「ローカルサーバー」を選択し、「NICチーミング」横の「無効」をクリックします。

「チーム」欄の「タスク」をクリックし、「チームの新規作成」を選択します。

以下の項目を設定し、「OK」をクリックします。

NIC チーミングに登録したチーム名が表示され、状態
が「OK」に変わったら完了です。

（「OK」に変わるまで数分かかる場合があります）

チーム名を入力します。

チームに所属するアダプター
を選択します。
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ウイルススキャン

Windows セキュリティWindows セキュリティ
Windows 標準のセキュリティ機能「Windows セキュリティ」を使用してスキャンします。出荷時設定で、リアルタイ
ムスキャンが有効になっています。
手動でスキャンする場合は、以下の方法で行ってください。

1

2

3

「スタート」－「設定」をクリックし、「更新とセキュリティ」を選択します。

メニューから「Windows セキュリティ」を選択し、「Windowsセキュリティを開く」をクリッ
クします。

「ウイルスと脅威の防止」をクリックします。
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ウイルススキャン

4 「クイックスキャン」をクリックします。

MEMO

スキャンのオプション
「スキャンのオプション」では、スキャン方法を変更することができます。

クイックスキャン コンピューターの重要な部分のみをスキャンします。［フル］より短時間で完了します。
フルスキャン コンピューターのすべてのファイルをスキャンします。
カスタムスキャン 場所を選んでスキャンします。

スキャンが開始されます。
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分散ファイルシステム

DFS設定DFS設定
DFS とは、ネットワーク上のコンピューターでファイルを一元管理する機能です。分散しているファイルやフォルダー
を、ひとつのシステムにあるように扱うことができます。

	■「名前空間」「DFS レプリケーション」をインストールする

1 サーバーマネージャーを開きます。

2

3

4

「② 役割と機能の追加」をクリックします。

「役割と機能の追加ウィザード」が起動するので、［次へ］をクリックし、「役割ベースまたは 
・・・」を選択します。

本製品を選択し、「次へ」をクリックします。
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分散ファイルシステム

5 「ファイルサービスおよび記憶域サービス」－「ファイルサービスおよびiSCSIサービス]の
「DFS レプリケーション」と「DFS 名前空間」の状態を確認します。

●	「インストール済み」の場合
	 そのまま以下の次の「名前空間を作成する」へお進みください。

●	「インストール済み」と表示されていない場合
	 チェックを付け、「インストール」ボタンをクリックし、インストールしてから、以下の「名前空間を作成する」へ

お進みください。

	■名前空間を作成する

1 「サーバーマネージャー」を開きます。

2 メニューの「ツール」ー「DFSの管理」をクリックします。
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分散ファイルシステム

3

4

5

「DFSの管理」画面右側の「新しい名前空間」を選択します。

名前空間サーバーになるコンピューター名を入力し、「次へ」をクリックします。

名前空間の種類を選択し、「次へ」をクリックします。

DFSレプリケーション設定時は、「ドメイ
ンベースの名前空間」を指定します。
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分散ファイルシステム

6

7

「作成」をクリックします。

「閉じる」をクリックします。

以上で設定は完了です。
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分散ファイルシステム

	■名前空間フォルダーを作成する

1 「サーバーマネージャー」を開きます。

2 メニューの「ツール」ー「DFSの管理」をクリックします。

3

4

「DFSの管理」の「名前空間」を開き、「名前空間ルート名」を選択します。

画面右側の「新しいフォルダー」をクリックします。
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分散ファイルシステム

5

6

フォルダー名を入力し、「追加」をクリックします。

フォルダーターゲットへのUNCパスを入力し、「OK」をクリックします。

MEMO

DFS レプリケーション設定時のパスの設定例
レプリケーション対象となる共有フォルダー（複数）を追加しておきます。
例えば、サーバー「Server1」の共有「Share1」と、サーバー「Server2」の共有「Share2」をレプリケーショ
ンさせるには、￥￥Server1￥Share1と、￥￥Server2￥Share2を同一の名前空間に追加しておきます。

以上で設定は完了です。
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分散ファイルシステム

	■DFS レプリケーションを設定する

1 「サーバーマネージャー」を開きます。

2

3

4

メニューの「ツール」ー「DFSの管理」をクリックします。

画面右側の「新しいレプリケーショングループ」を選択します。

「新しいレプリケーション グループ ウィザード」が表示されますので、レプリケーショング
ループの種類を選択し、「次へ」をクリックします。

重要 ●	DFS レプリケーション(DFS-R)機能は、本製品同士のみでは利用できません。次の環境が必要です。
	 ① Windows Server 2003 R2以降のActive Directory環境に参加していること。
	 ② レプリケーショングループのメンバー ( 本製品) が、同一フォレストにあること。
●	DFSレプリケーション実行時は、あらかじめ[DFS 名前空間]で[ ドメインベースの名前空間]を作成

しておいてください。（96ページ「名前空間フォルダーを作成する」参照）
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分散ファイルシステム

5

6

7

レプリケーショングループの名前を入力し、「次へ」をクリックします。

「追加」をクリックし、構成するコンピューターを追加し、「次へ」をクリックします。

接続トポロジを選択し、「次へ」をクリックします。
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分散ファイルシステム

8

9

10

WAN 接続などの帯域幅に余裕がない場合、帯域幅の調整とレプリケーションの実行スケ
ジュールを設定し、「次へ」をクリックします。

プライマリーメンバーを選択し、「次へ」をクリックします。

「追加」をクリックし、レプリケートするフォルダーを追加して、「次へ」をクリックします。
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分散ファイルシステム

11

12

必要に応じて、［編集］をクリックして設定し、「次へ」をクリックします。

「作成」をクリックします。

以上で、設定は完了です。
※はじめて同期する場合は、同期の開始までに少し時間がかかります。
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ファイルサーバーの移行

データコピー for Windowsデータコピー for Windows

NASのリプレイス時などに古いNASから新しいNASにデータをコピーできるデータコピーツールです。
古いNASからコピーはもちろん、LinuxNASや他社製NASからもスムーズに新しいNASへコピーできます。
また、スケジュール設定やコピー元のACL情報のコピーにも対応しています。
詳しくは別冊の「データコピー for Windows ユーザーズマニュアル」をご参照ください。
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NAS の二重化

クローン for Windowsクローン for Windows

２台のWindowsサーバーの共有フォルダーや設定情報を定期的に同期させることができるソフトウェアです。
マスター・スレーブの2台構成をとることで、万一、マスターが故障した場合でも、スレーブに切り替えるだけですぐに
運用を再開することができます。
詳しくは別冊の「クローン for Windows ユーザーズマニュアル」をご参照ください。
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故障かなと思ったら

故障したHDDユニットのHDDランプは赤点灯します。
本製品の各HDDランプをご確認の上、スペアドライブを交換してください。

カテゴリ STATUS ディスク ブザー※ 1 動作内容 対処
通常稼働時 緑点灯 青点灯 なし 正常動作 ―

RAID再構築 緑点滅 青点滅 ピロッ RAID再構築
中のとき

RAIDを再構築中です。再構築が完了する
までスペアドライブの抜き差しを行わないで
ください。

エラー

赤点滅

該当ディス
ク赤点灯

ピッピッ、
ピッピッ･･･

デグレード発
生時

至急ボリュームのバックアップを取ってくだ
さい。構成ディスクにエラーがある場合は、
そのディスクを新しいものに交換してくださ
い。

全ディスク 
赤点灯

ピーポー、
ピーポー ･･･ RAID崩壊時

至急ボリュームのバックアップを取ってくだ
さい。ボリュームに対してチェックディスク
を実行し、ファイルシステムに問題がないこ
とを確認してください。ログ・メールより構
成ディスクにエラーがある場合は、そのディ
スクを新しいものに交換してください。ボ
リュームにアクセスできなくなった場合は、
ボリュームを再構築してください。

赤点灯

全ディスク 
赤点灯 なし 起動ディスク

がないとき

起動ディスクが接続されていません。スペ
アドライブが正常に接続されていることを
確認してください。

青点灯 なし 温度異常の 
とき

設置環境を確認し、ファンからの排熱が逃
げ易い環境であることを確認してください。
温度異常を検知したら自動的に電源が切れ
ますので、再起動後に再び同じ現象が起き
たらファンが正常に稼動していることを確認
してください。

ボリューム不
正 緑点滅 青点滅 ピー、ピー、

ピー ･･･
ボリューム 
不正時

ボリュームの状態が製品として想定外の
不正な状態になっています。例えば、内蔵
ディスクにCドライブ、Dドライブ以外のボ
リュームが設定されている場合などに本状
態となります。原因がご不明な場合は弊社
サポートセンターにお問合せください。

※1	� RAID状態に変化があったときにブザーが鳴ります。ブザー音が鳴った場合、Funcボタンを押す、または、ZWS Manager 上で[ ブザー
OFF] をクリックするとブザーが停止します。
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スペアドライブを交換する

重要

重要

●	RAID崩壊した本製品のデータを復旧することはできません。万一に備えて定期的にバックアップを
お取りください。

●	スペアドライブは、故障時以外には取り外さないでください。不用意に取り外すと冗長性が失われた
り、RAID 崩壊しすべてのデータを失い、修復不能になったりする場合があります。

●	一度に取り外しできるスペアドライブは、1台のみです。
	 2台以上を取り外すと RAID 崩壊し、保存されているデータを失うことがあります。
●	マルチディスクの場合、ZWS Manager ではアンプラグできません。
	 タスクトレイの取り外しアイコンから取り外すか、本製品の電源を切ってから交換してください。
	 「STEP2 スペアドライブを入れ替える」（107ページ）

ディスク１を交換した場合は、必ず以下の手順にしたがってください。
次の手順で設定を行わないと、起動しないなどのトラブルになるおそれがあります。
①	本製品の電源を切り、本製品にディスプレイ、マウス／キーボードを直接つなぐ
②	本製品の電源を入れ、起動メニューで「セカンダリ」を選択する
③	「コントロールパネル」から「システム」→「システムの詳細設定」を開く
④	「詳細設定」タブの「起動と回復」の「設定」をクリック
⑤	「既定のオペレーティングシステム」で、「セカンダリ」を選択し設定する

STEP1 内蔵ディスクをアンプラグするSTEP1 内蔵ディスクをアンプラグする

1 タスクトレイのアイコンから、ZWS Manager を起動します。

2

2

3

3

4

4

メニューから「内蔵ディスクのアンプラグ」を選択します。

故障したディスクの番号を選択します。

「アンプラグ」をクリックします。
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スペアドライブを交換する

STEP2 スペアドライブを入れ替えるSTEP2 スペアドライブを入れ替える

1

2

3

5

4

取り外すスペアドライブの着脱レバーを上
げ、スペアドライブを手前に引いて取り出し
ます。

本製品の電源が入っていない場合は、電源
を入れます。

取り付けるスペアドライブの着脱レバーを
固定されるまで上げます。

着脱レバーを「カチッ」と音がするまで下ろします。

重要

重要

重要

●	本製品のスペアドライブは、故障時以外には取り外さないでください。不用意に取り外すと冗長性が
失われたり、RAID 構成が崩壊してすべてのデータを失ったりする危険があります。

●	必ず本製品の電源が入っている状態で、スペアドライブの取り付け/ 取り外しを行ってください。この
とき、STATUS ランプの点灯状況や、該当スペアドライブのディスクランプが赤点滅（赤点灯でなく）
または消灯していることを確認した上で取り外してください。

●	スペアドライブの交換の前に、必要なデータはバックアップしてください。
●	スペアドライブの取り付け・取り外しは、必ず１台ずつ、以下の説明通りに行ってください。

対応スペアドライブ
https://www.elecom.co.jp/products/NSB-SD1TW.html

必要以上の力を加えない
スペアドライブを押しこむ際は、必要
以上の力を加えないでください。
故障の原因となります。

1Uラックマウント型NASの場合

　  部分を押し、スペアドライブをスロット
の奥まで挿入します。

MEMO

取り付け完了後、ZWS Managerの「自動再構成」が「有効」に設定されている
場合は、右の確認画面が表示されます。画面の指示にしたがってRAID再構築を
行ってください。
マルチディスクモード時は、交換したスペアドライブを初期化する必要があります。
→16ページ「Step3　ディスクを初期化する」

着脱レバー
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スペアドライブを交換する

1 取り外すスペアドライブの着脱レバーを上げ、スペアドラ
イブを手前に引いて取り出します。

2 ／ 4ベイデスクトップ型NASの場合

2 本製品の電源が入っていない場合は、電源を入れます。

3

5

4

取り付けるスペアドライブの着脱レバーを固定される
まで上げます。

着脱レバーを「カチッ」と音がするまで下ろします。

重要 必要以上の力を加えない
スペアドライブを押しこむ際は、必要以上の力を加え
ないでください。故障の原因となります。

　  部分を押し、スペアドライブをスロットの奥まで挿
入します。

着脱レバー

MEMO

取り付け完了後、ZWS Managerの「自動再構成」が「有効」に設定されている
場合は、右の確認画面が表示されます。画面の指示にしたがってRAID再構築を
行ってください。
マルチディスクモード時は、交換したスペアドライブを初期化する必要があります。
→16ページ「Step3　ディスクを初期化する」
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システムリカバリーする

重要 ●	システムリカバリーを行うと、選択したモードによっては、本製品のシステムドライブ（C:）およびデー
タ領域は完全に出荷時の状態に戻ります。保存されていたデータや、設定情報はすべて失われますの
で、必ず事前にバックアップしてください。

●	システムリカバリー後、システム領域および選択したモードによってはデータ領域の再構築が行われま
す。

●	システムリカバリーは、必ずすべてのHDDが取り付けられた状態で行ってください。
●	システムリカバリーを行うためには、製品に付属のリカバリー USBメモリーが必要です。

準備するもの準備するもの

次の機材を用意します。
●	HDMIディスプレイ
●	USBキーボード、USBマウス
●	製品に付属のリカバリー USBメモリー

1

2 本製品の電源をOFF にしてから、以下の機材を本製品に接続します。
以下の機器以外は接続しないでください。
●	HDMIディスプレイを背面のHDMIコネクターに接続する
●	USBキーボード、USBマウスを背面のUSBポートに接続する
●	リカバリー USBメモリーを前面のUSBポートに接続する

出荷時状態に戻す場合は
110ページ「出荷時状態に戻す場合」をご覧ください。

USB HDD に保存したバックアップデータから復元する場合は
111ページ「バックアップデータから復元する場合」をご覧ください。
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システムリカバリーする

出荷時状態に戻す場合出荷時状態に戻す場合
前面のUSBポートにリカバリー USBメモリーをセットし、本製品の電源を入れます。
リカバリープログラムが起動します。

1

2

3

MEMO

エラーでリカバリーできない場合、リカバリープログラムが起動しない場合
BIOS 設定の変更が必要な場合があります。
以下の手順でBIOS 設定を変更してください。
①	本製品の電源投入直後から「DEL」 キーを押しつづけて、BIOS 設定画面を起動します。
②	カーソルキーで「Boot」 を選びます。
③	カーソルキーで「Boot Option #1」を選び、「Enter」キーを押します。
④	「USB Device N: XXX」を選び、「Enter」キーを押します。
	 （Nはスロット番号、XXX はUSBメモリーのメーカー名とモデル名）
⑤	カーソルキーで「Save & Exit」→「Save Changes and Exit」→「YES」を選び、「Enter」キーを押します。
以上でBIOS 設定は変更されました。上記の手順 1  より再度実行してください。

該当するキーを押し、「Enter」キーを押します。
ここでは例として、「1 - RAID モードでリカバリー」を行うため、

「1」キーを入力します。

1 出荷時状態のRAIDモードにリカバリーします。すべてのデータが消去されます。
2 マルチディスクモードに設定します。すべてのデータが消去されます。

※マルチディスクモードについては、「マルチディスクに変更する場合」（14ページ）をご覧ください。
3 システム領域のみリカバリーします。データは残りますが、起動情報が失われている場合は復元できな

い場合があります。
R バックアップデータからリカバリーする場合に選択します。

「バックアップデータから復元する場合」（111ページ）をご覧ください。
Q リカバリーを中止します。

「本当にリカバリーを実行してもよろしいですか？（yes/no）」と表示されたら「yes」と入力
し、「Enter」キーを押します。
リカバリーが開始されます。リカバリーが完了するまでしばらくお待ちください。
※選択をやり直す場合は、「no」を入力してください。
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システムリカバリーする

完了のメッセージが表示されたら、リカバリー USBメモリーを取り外し、何かキーを押します。
再起動後、システム領域にリビルドが行われます。
※リビルド中は本製品の操作・動作が遅くなります。

4

重要 ●	Windowsの初期化作業のため、起動するまでに何度か自動的に再起動します。
●	「1 - RAIDモードでリカバリー」を行った場合、Windows 起動後にデータボリュームの生成を行いま

す。データボリュームの生成には、RAIDのリビルド作業を伴います。

バックアップデータから復元する場合バックアップデータから復元する場合
バックアップデータが保存されたUSB HDDを本製品につなぎます。

前面のUSBポートにリカバリー USBメモリーをセットし、本製品の電源を入れます。
リカバリープログラムが起動します。

「R」 と入力し、「Enter」キーを押します。
「R - Windows Recovery Environment を起動する」を選びます。

「キーボードレイアウトの選択」で、「Microsoft IME」をクリックします。

「オプションの選択」で、「トラブルシューティング」をクリックします。
リカバリープログラムがドライブ C: に Windowsシステムを発見した場合、「続行」と表示されます。「続行」を
クリックすると、リカバリープログラムを終了して、Windows を起動します。

「詳細オプション」で、「イメージでシステムを回復」をクリックします。

1

2

3

4

5

6

MEMO

エラーでリカバリーできない場合、リカバリープログラムが起動しない場合
BIOS 設定の変更が必要な場合があります。
以下の手順でBIOS 設定を変更してください。
①	本製品の電源投入直後から「DEL」 キーを押しつづけて、BIOS 設定画面を起動します。
②	カーソルキーで「Boot」 を選びます。
③	カーソルキーで「Boot Option #1」を選び、「Enter」キーを押します。
④	「USB Device N: XXX」を選び、「Enter」キーを押します。
	 （Nはスロット番号、XXX はUSBメモリーのメーカー名とモデル名）
⑤	カーソルキーで「Save & Exit」→「Save Changes and Exit」→「YES」を選び、「Enter」キーを押します。
以上でBIOS 設定は変更されました。上記の手順 1  より再度実行してください。
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システムリカバリーする

OS選択が表示された場合は、「Windows Server」をクリックします。

「次へ」をクリックします。

「次へ」をクリックします。

7

8

9
●	バックアップ時と同じ個体に対してリカバリーを行う場

合、チェックを外します。
●	バックアップ時とは別の個体に対してリカバリーを行う

場合、チェックを入れます。
●	チェックができない場合は、ハードディスクに対して

Diskpartのcleanコマンドを実施してください。

MEMO

Diskpartのcleanコマンドの実施方法
①	USB HDDなどの機器を取り外す
	 ※誤って対象以外のディスクを消去しないためです。
②	リカバリーメディアからコマンドプロンプトを起動する
	 ※「詳細オプション」（前ページ手順 6  ）で「コマンドプロンプト」を選択します。
③	「diskpart」と入力し、「Enter」キーを押す
④	「list disk」と入力し、「Enter」キーを押す
⑤	すべてのスペアドライブのディスク番号を確認
⑥	「sel disk x」(xは⑤で確認した番号)と入力し、「Enter」キーを押す
⑦	「detail disk」と入力し、「Enter」キーを押す（目的のディスクであることを確認）
⑧	「clean」と入力し、「Enter」キーを押す
⑨	⑥～⑧を繰り返し、すべてのスペアドライブで「clean」を実行する
⑩	「exit」と入力し、「Enter」キーを押す
⑪	本製品をシャットダウンし、手順2 ～ 10を行う
	 ※チェックはグレーアウトしていますが、そのまま[次へ]をクリックしてください。
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システムリカバリーする

「完了」をクリックします。

内容を確認し、「はい」をクリックします

10

11

重要 「はい」をクリックすると、現在のディスク内容はすべて消去され、バックアップされていたイメー
ジに置き換わります。

復元処理を開始します。USBメモリーを抜いてください。復元後は自動的に再起動します。
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安全上のご注意

本製品を正しく安全に使用するために
お客様及び他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ本製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説
明しています。必ずご使用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。
本書は読み終わった後も、必ずいつでも見られる場所に保管しておいてください。

本製品は、人命にかかわる設備、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機器（医療関係、航空宇宙関係、輸
送関係、原子力関係）への組み込みは考慮されていません。
これらの機器での使用により、人身事故や財産損害が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

表示について
この「安全にお使いいただくために」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意事項を説明しています。内
容をよく理解してから、本文をお読みください。

 警告 この表示を無視して取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う危険性がある項目で
す。

 注意 この表示を無視して取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険性、もしくは物的損害を負う
危険性がある項目です。

 
 

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。丸の中には、禁止する項目が絵などで表示されて
いる場合があります。例えば、左図のマークは分解を禁止することを意味します。

 
塗りつぶしの丸マークは何かの行為を行なわなければならないことを意味します。丸の中には行なわ
なければならない行為が絵などで表示されている場合があります。例えば、左図のマークは電源コード
をコンセントから抜かなければならないことを意味します。

万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご相談くだ
さい。

異物を入れないでください。
通気孔などから、金属類や燃えやすいものなどを入れないでください。そのまま使用すると感電や火災の原因
になります。
※�万一、異物が入った場合は、ただちに電源を切り、販売店にご相談ください。

分解しないでください。
本書の指示に従って行う作業を除いては、自分で修理や改造・分解をしないでください。感電や火災、やけど
の原因になります。また、自分で改造・分解を行った機器に関しましては、弊社では一切の保証をいたしかねま
す。
※特に電源内部は高電圧が多数あり、万一、触れると危険です。

表示された電源で使用してください。
電源コードは必ずAC100Vのコンセントに接続してください。

 

警告
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安全上のご注意

電源コードを大切に。
電源コードは必ず本製品付属のものを使用し、以下の点に注意してください。取扱いを誤ると、感電や火災の
原因になります。

「物を載せない」「引っ張らない」「押し付けない」「折り曲げない」「加工しない」「束ねない」「熱器具のそばで使用
しない」

電源コンセントの扱いは慎重に。
電源コンセントはアース付き2ピンコンセントをご使用ください。その他のコンセントを使用すると感電や火災
の原因になります。
コンセントの接地極は、感電防止のために、アース線を専門の電気技術者が施工したアース端子に接続してく
ださい。接続しないと電源の故障時などに感電するおそれがあります。
コンセントは、活性導線（L：Line）、接地導線（N：Neutral）、接地（G：Ground）から成ります。ご使用前に、
接地導線と接地が同電位であることをご確認ください。

電源プラグの抜き差しには注意してください。
電源プラグをコンセントに差し込むとき、または抜くときは必ず電源プラグを持って行ってください。無理に電
源コードを引っ張るとコードの一部が断線してその部分が過熱し、火災の原因になります。
休暇や旅行などで長期間ご使用にならないときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。使用してい
ないときにも通電しているため、万一、部品破損時には火災の原因になります。
電源プラグをコンセントから抜き差しするときは、乾いた手で行ってください。濡れた手で行うと感電の原因に
なります。

電源プラグの接触不良やトラッキング。
電源プラグは次のようにしないと、トラッキングの発生や接触不良で過熱し、火災の原因になります。
電源プラグは根元までしっかり差し込んでください。
電源プラグにほこりや水滴が付着していないことを確認し、差し込んでください。付着している場合は、乾いた
布などで拭き取り、差し込んでください。
グラグラしないコンセントをご使用ください。

ケースカバーは取り外さないでください。
思わぬ接触など作業の不具合発生時に故障や劣化による火災の原因になります。

装置の上に物を置かないでください。
本製品の上に重いものや、水の入った容器類、または虫ピン、クリップなどの小さな金属類を置かないでくださ
い。故障や感電、火災の原因になります。

揮発性液体の近くの使用は避けてください。
マニキュアや除光液などの揮発性液体やエアゾール缶は、装置の近くで使わないでください。装置の中に入っ
て引火すると火災の原因になります。

日本国以外では使用しないでください。
この装置は日本国内専用です。電圧の違いや環境の違いにより、国外で使用すると火災や感電の原因になりま
す。また他国には独自の安全規格が定められており、この装置は適合していません。
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安全上のご注意

注意

電源コードはなるべくコンセントに直接接続してください。
タコ足配線や何本も延長したテーブルタップの使用は、火災の原因となります。

電源コードは必ず伸ばした状態で使用してください。
束ねた状態で使用すると、過熱による火災の原因となります。

通気孔はふさがないでください。
過熱による火災、故障の原因となります。また、通気孔には埃が付着しないよう、定期的に点検し、清掃してく
ださい。

浴室、洗面台、台所の流し台、洗濯機など水を使用する場所の近傍、湿気の多い地下室、水泳プールの近傍や
ほこりの多い場所では使用しないでください。
電気絶縁の低下によって火災や感電の原因になります。

装置の梱包用ポリ袋はお子様の手の届くところに置かないでください。
かぶったりすると窒息するおそれがあります。

コネクターなどの接続端子に手や金属で触れたり、針金などの異物を挿入したりしないでください。
また、金属片のある場所に置かないでください。発煙や接触不良などにより故障の原因になります。

地震対策について
地震などによる振動で装置の移動、転倒あるいは窓からの飛び出しが発生し、重大な事故へと発展するおそれ
があります。これを防ぐため、地震・振動対策を保守会社や専門業者にご相談いただき、実施してください。
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●	本製品の設定を試みる前に本マニュアルを十分に読んでください。

●	本製品は、複雑な電子機器です。いかなる状況下でも修理を試みないでください。不具合が生じた場合は、ただち
に電源を切り販売店にご相談ください。

●	電源コード上には何も置かず、また電源コードは踏まれる恐れがある所には置かないでください。接続ケーブルは、
踏みつけたり引っ掛けたりすることがないように配置してください。

●	本製品が正常動作できる温度範囲は0℃から40℃で、相対湿度が5% ～ 95%です。過酷な環境条件での本製品の
使用は、機器を損傷することがあります。

●	本製品に適切な電圧（AC100V、50/60Hz、5A）が供給されていることを確認してください。本製品を誤った電源
に接続すると、機器を損傷することがあります。

●	本製品を湿気や、埃、腐食液にさらさないでください。

●	本製品を平坦な場所以外に置かないでください。

●	本製品を直射日光や他の熱源にさらさないでください。

●	本製品の清掃に化学物質やエアロゾルを使わないでください。清掃前には、電源コードや接続ケーブルをすべてプ
ラグから外してください。

●	本製品に物を置かないでください。 また、機器の過熱防止用の換気スロットをふさがないでください。

●	製品が梱包されていたビニール袋等は子供の手が届かない所に置いてください。

●	機器を廃棄する際は、環境保護のため、電子機器製品の安全な破棄に関する各自治体の指示に従ってください。

●	本製品について
	 本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機器（医療関係、航空宇宙関

係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等は考慮されていません。これらの設備や機器で本製品を使用したこ
とにより人身事故や財産損害等が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

	 万一、本製品内のデータが消失した場合、データの復旧につきましては、弊社ではいかなる保証もいたしかねます。

●	データのバックアップ
	 本製品にはRAID機能が搭載されておりますが、これはハードディスクの冗長性を高めるものであり、データの保証

をするものではありません。本製品を安全にご利用いただくためには、データのバックアップを欠かさず行ってい
ただきますよう、お願いいたします。

●	UPSへの接続
	 本製品をUPS（無停電電源ユニット）に接続することにより、予期せぬ停電による障害から回避できる可能性が高く

なります。是非、UPSの導入・接続をお薦めいたします。

	 高温・多湿の場所、長時間直射日光の当たる場所での使用・保管は避けてください。屋外での使用は禁止します。
また、周辺の温度変化が厳しいと内部結露によって誤動作する場合があります。

使用上のご注意
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使用上のご注意

●	本体は精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、または加わりやすい場所での使用・保管は避けてくださ
い。

●	ラジオ・テレビ等の近くで使用しますと、ノイズを与えることがあります。また、近くにモーター等の強い磁界を発
生する装置がありますとノイズが入り、誤動作する場合があります。必ず離してご使用ください。

●	ケーブルは足などをひっかけないように配線してください。足をひっかけるとケガや接続機器の故障の原因になり
ます。また、大切なデータが失われるおそれがあります。�  
ケーブルの上に重量物を載せないでください。また、熱器具のそばに配線しないでください。ケーブル被覆が破
れ、接続機器などの故障の原因になります。
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データ取り扱い上の注意

【廃棄・譲渡時のデータ消去に関するご注意】
■	ご利用の弊社製品を廃棄・譲渡等される際には、以下の事項にご注意ください。
●	パソコンおよび周辺機器を廃棄あるいは譲渡する際、HDDユニットに記録されたお客様のデータが再利用され、デー

タが流出してしまうことがあります。
●	HDDユニットに記録されたデータは、「削除」や「フォーマット」を行っただけではデータが消えたように見えるだけで、

特殊なソフトウェアなどを使うことにより、消したはずのデータが再生されることがあります。
	 HDDユニットのデータが第三者に流出することがないよう全データの消去の対策をお願いいたします。また、HDD

ユニット上のソフトウェアを消去することなくパソコンおよび周辺機器を譲渡しますと、ソフトウェアライセンス使用許
諾契約に抵触する場合がありますので、ご注意ください。

【ハードディスクを廃棄する場合】
■	データ消去サービスのご案内
	 弊社では、HDD ユニット上のデータを強磁気破壊方式（※）により完全に消去するサービスを有償にて行っておりま

す。重要なデータの保存に利用したHDD ユニットを廃棄する場合などにご利用ください。
	 ※ 磁気記録装置に強磁界を印加し、物理破壊を伴わずに磁気データを破壊します。
	 磁気ヘッドを制御するためのサーボ情報や駆動用のマグネットの磁気も消去しますので、HDD ユニットを再利用する

ことはできません。
	 データ消去サービスの詳細については、弊社ホームページでご紹介しておりますので、ご参照ください。
	 「データ復旧技術センター」
	 http://www.logitec.co.jp/data_recovery

【ディスク障害が発生した場合は…】
本製品内蔵のHDD ユニットに障害が発生すると、内部のブザーから警報音がなり、該当HDD のランプが点灯します。
このような状態になった場合は、ただちに障害が発生したHDD ユニットを別売のスペアドライブと交換してください。

重要 本製品とシステム装置やハブ等のネットワーク装置を接続する際には、指定および制限事項を確認の上、
ご使用ください。指定および制限事項を考慮しなかった場合、ネットワーク環境全体の伝送能力に問題
が生じるおそれがあります。
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このマニュアルについて

●	このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。
●	このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製／転載することを禁止させていただきます。
●	このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。
●	このマニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がございましたら、弊社サポート窓口ま

でご連絡ください。
● 本書に掲載されている商品名/ 社名などは、一般に商標ならびに登録商標です。
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製品の保証とサービス

本製品には保証とご使用にあたっての注意について記載した文書「安全にお使いいただくために」が付いています。

● 保証期間
保証期間はお買い上げの日より3 年間です。保証期間を過ぎての修理は有料になります。詳細についてはセットアッ
プガイドに記載の保証規定をご確認ください。保証期間中のサービスについてのご相談は、お買い上げの販売店にお
問い合わせください。

● 保証範囲
次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますのでご注意ください。
・ 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障
・ 本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損
・ 本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステム、機器およびその他の異常
詳しい保証規定につきましては、「安全にお使いいただくために」に記載の保証規定をご確認ください。

● その他のご質問などに関して
次ページ「サポートサービスについて」をお読みください。
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よくあるお問い合わせ、対応情報、マニュアルなどをインターネットでご案内しております。
ご利用が可能であれば、まずご確認ください。

詳細は…
サポートポータルサイト「えれさぽ」へ

日本以外でご購入されたお客様は、購入国の販売店舗へお問い合わせください。
エレコム株式会社は、日本以外の国でのご購入・ご使用による問い合わせ・サポート対応は致しかねます。また、日
本語以外の言語でのサポートは致しかねます。製品交換は保証規定に沿って対応致しますが、日本以外からの製品
交換は対応致しかねます。
This product is designed for use in japan only.
A customer who purchases outside Japan should contact the local retailer in the country of 
purchase for enquiries. In "ELECOM CO., LTD. (Japan)", no customer support is available for 
enquiries about purchases or usage in/from any countries other than Japan. Also, no foreign 
language other than Japanese is available. Replacements will be made under stipulation of the 
Elecom warranty, but are not available from outside of Japan.

ネットワークサポートにお電話される前に
お問い合わせの前に以下の内容をご用意ください。
・	 弊社製品の型番
・	 ご質問内容（症状、やりたいこと、お困りのこと）
※	可能な限り、電話しながら操作可能な状態でご連絡ください。

エレコム法人様サポートセンター

【受付時間】	9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 18:00　（月曜日～金曜日）
				    ※祝日、夏期、年末年始特定休業日を除く

TEL: 0570-070-040

サポートサービスについて

123



NSB-74RxxTS22シリーズ NSB-74DxxTS/TW22シリーズ NSB-72DxxTS/TW22シリーズ 
ユーザーズマニュアル

発行　エレコム株式会社　　　

©ELECOM CO.,LTD. 　2022　All Rights Reserved.


	用語
	このマニュアルで使われている用語
	このマニュアルで使われている記号
	本ツールの免責事項について

	本製品の概要
	初期設定をする
	固定IPアドレス設定の場合は、NASに設定する以下の項目を事前に確認する
	日時・時刻設定を確認する
	IPアドレスを確認する
	コンピューター名/ドメイン名の設定を確認する
	Windows Updateを実行する


	管理ソフト「ZWS Manager」について
	ZWS Manager メイン画面の表示方法

	RAID設定をする
	本製品で設定できるRAIDモード
	RAIDモードを変更する場合
	マルチディスクに変更する場合

	Active Directory設定をする
	Active Directoryへ参加する
	Active Directoryで共有を作成する

	UPSへの接続
	UPSとの電源連動方法

	導入編
	用語
	このマニュアルで使われている用語
	このマニュアルで使われている記号
	本ツールの免責事項について

	本製品の概要
	初期設定をする
	管理ソフト「ZWS Manager」について
	ZWS Manager メイン画面の表示方法

	RAID設定をする
	本製品で設定できるRAIDモード
	RAIDモードを変更する場合
	マルチディスクに変更する場合

	Active Directory設定をする
	Active Directoryへ参加する
	Active Directoryで共有を作成する

	UPSへの接続
	UPSとの電源連動方法


	運用編
	共有の作成と管理
	共有を作成する
	ユーザー数を制限する
	アクセス許可をする
	クォータ管理する
	クォータテンプレートを作成する
	クォータを作成する

	バックアップと回復
	USB HDDを暗号化する
	バックアップと回復
	Azure Backup

	ディスクとボリュームの活用
	フォーマットする
	シャドウコピー設定
	データ重複除去
	記憶域プールと仮想ディスク

	iSCSI設定
	iSCSI Targetの準備
	iSCSI イニシエーターの準備（例）

	ネットワークの二重化
	NICチーミング

	ウイルススキャン
	Windows セキュリティ

	分散ファイルシステム
	DFS設定

	ファイルサーバーの移行
	データコピー for Windows

	NASの二重化
	クローン for Windows


	こんなときは
	故障かなと思ったら
	スペアドライブを交換する
	STEP1 内蔵ディスクをアンプラグする
	STEP2 スペアドライブを入れ替える

	システムリカバリーする
	準備するもの
	出荷時状態に戻す場合
	バックアップデータから復元する場合


	付録編
	安全上のご注意
	使用上のご注意
	データ取り扱い上の注意
	このマニュアルについて
	製品の保証とサービス
	サポートサービスについて

	共有の作成と管理
	共有を作成する
	ユーザーを作成する
	グループを作成する
	共有フォルダーを作成する

	ユーザー数を制限する
	アクセス許可をする
	クォータ管理する
	クォータテンプレートを作成する
	クォータを作成する

	バックアップと回復
	USB HDDを暗号化する
	バックアップと回復
	バックアップのスケジュール設定をする
	バックアップデータから回復する

	Azure Backup
	準備する
	Azure Backupのスケジュール設定をする
	Azure Backupのデータから回復する


	ディスクとボリュームの活用
	フォーマットする
	シャドウコピー設定
	シャドウコピーを設定する
	シャドウコピーから復元する
	ファイル単位で復元する

	データ重複除去
	記憶域プールと仮想ディスク
	ボリュームを作成する


	iSCSI設定
	iSCSI Targetの準備
	iSCSI イニシエーターの準備（例）

	ネットワークの二重化
	NICチーミング

	ウイルススキャン
	Windows セキュリティ

	分散ファイルシステム
	DFS設定
	「名前空間」「DFS レプリケーション」をインストールする
	名前空間を作成する
	名前空間フォルダーを作成する
	DFS レプリケーションを設定する


	ファイルサーバーの移行
	データコピー for Windows

	NASの二重化
	クローン for Windows

	故障かなと思ったら
	スペアドライブを交換する
	STEP1 内蔵ディスクをアンプラグする
	STEP2 スペアドライブを入れ替える

	システムリカバリーする
	準備するもの
	出荷時状態に戻す場合
	バックアップデータから復元する場合

	安全上のご注意
	使用上のご注意
	データ取り扱い上の注意
	このマニュアルについて
	製品の保証とサービス
	サポートサービスについて

